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飛田就一教授略歴 ・主要著作目録

略　　　　　歴

１９２９年５月２７日　大連市南山麓（現 ・中華人民共和国）に生まれる

１９５１年３月　京都府立鴨折局等学校卒業

１９５４年４月　立命館大学文学部哲学科哲学専攻入学

１９５８年３月　同卒業

１９５８年４月　立命館大学大学院文学研究科哲学専攻修士課程入学

１９６２年３月　同修了

１９６３年４月　立命館大学非常勤講師（１９６９年９月まで）

１９６９年１０月　立命館大学助教授（経済学部所属）

１９７４年４月　立命館大学教授（経済学部所属）

１９８０年９月　ドイツ連邦共和国フランクフルト大学客員教授（１９８１年１０月まで）

１９８２年４月　立命館大学二部協議会協議員（１９８４年３月まで）

１９８６年４月　立命館大学人文科学研究所専任研究員（１９８９年３月まで）

１９９５年３月　立命館大学定年退職

　　　　　　 １９６３年以降，龍谷大学，同志社大学，京都学園大学，京都教育大学（「哲学」担当） ，

　　　　　　長崎大学（「現代哲学」担当＜集中講義〉），大阪大学文学部 ・大阪大学大学院文学

　　　　　　研究科（「現代哲学」 ・「論理学」 ・「科学史 ・科学論」担当）などで非常勤講師を勤

　　　　　　める 。

〈所属学会〉　日本哲学会　日本科学哲学会　日本イギリス哲学会　比較思想学会　日本カント協

　　　　　　会　関西哲学会　Ｏｓｔｅｒｒｅ１ｃｈｓｃｈｅ　Ｌｕｄｗ１ｇＷ１ｔｔｇｅｎｓｔｅｍＧ
ｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ

主要研究業績

［論文 ・学会発表１

１９５８年１月　Ｕｂｅｒ　ｄｅｎ　Ｒａｕｍ　ｍｄ　ｄ１ｅ　Ｚｅ１ｔ　ｂｅ１ Ｋａｎｔ（卒業論文）

１９６１年５月　 Ｓａｇｂｅｒｅｓ とＵｎｓａｇｂａｒｅｓ（関西哲学会個人研究発表）

１９６２年３月　Ｌｕｄｗｉｇ　Ｗｉｔｔｇｅｎｓｔｅｉｎの前期哲学（修士論文）

１９６５年２月　ウィトケンシュタインの「事態Ｓａｃｈｖｅｒｈａ１ｔ」概念について（『立命館文学』第２３６

　　　　　　号）

１９６７年３月　ヴィトゲンシュタインの哲学における「前期」から「後期」への転換について

　　　　　　（『立命館文学』第２６１号）

１９６７年５月　ヴィトゲンシュタインにおける「論理」と「言語」（日本哲学会個人研究発表）

１９７２年１０月　ヴィトゲンシュタインの哲学観（『立命館文学』第３４０，３４１，３４２号）

１９７４年１０月　言語の「私的使用」の構造について（『立命館文学』第３５２，３５３，３５４号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９０１）



　１７４　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４３巻 ・第５号）

１９９０年１月　異文化理解の構造一文化の相対性をめくっ て一（『国際化と異文化理解』＜法律文化

　　　　　　社刊〉所収）

［編著書 ・翻訳書 ・監訳書 ・共訳書１

１９７０年１月

１９７９年５月

１９７９年５月

１９８０年１０月

１９８０年１０月

１９８３年１０月

１９８３年１０月

１９８４年６月

１９８７年４月

１９９０年１月

１９９０年１月

１９９０年９月

１９９２年４月

１９９５年１月

Ｊ．

ハートナ ック『ヴィトゲンシ ュタインと現代哲学』（翻訳書），法律文化社

『知性の探究』（編著書），法律文化社

『論理学を学ぶ人のために』（編著書），世界思想社

Ｋ　Ｏアーペル他『…１語と認識』（共訳書），法律文化社

Ｆ　Ａハンソン『文化の意味一異文化理解の問題　』（監訳書），法律文化社

Ｈ． ヘンドリヒス『知のシステム』（翻訳書），世界思想社

Ｌチャイカ『現代論理学の基礎』（共訳書），富士書店

Ｊシュペソ ク（編）『大哲学者の根本問題（現代皿）』（監訳書），富士書店

『哲学の問題と展開』（編著書），富士書店

個際化と異文化理解』（編著書），法律文化社
Ｊ．

ハートナ ック『人権 ・正義 ・国家』（共訳書），富士書店

ｖクラフト『ウィーン学団』（監訳書），富士書店

『哲学基本事典』（編著書），富士書店

Ｃ． Ａ． ｖａｎぺ一ルセン『現象学と分析哲学』（監訳書），富士書店

［書評 ・学界動向 ・評論１

１９６１年３月　Ｅｒ１ｋ　Ｓｔｅｍｕｓ　Ｗ１ｔｔｇｅｎｓｔｅｍ’ｓ　Ｔｒａｃｔａｔｕｓ，Ａ　Ｃｒｌｔ１ｃａ１Ｅｘｐｏｓ１ｔ１ｏｎ　ｏｆ １ｔｓ　Ｍａｍ　Ｌｍｅｓ　ｏｆ

　　　　　　Ｔｈｏｕｇｈｔ（Ｏｘｆｏｒｄ， Ｂａｓ１１Ｂ１ａｃｋｗｅｌｌ，Ｆ１ｒｓｔ　Ｐｒｍｔｅｄ 　Ａｐｒ１１．１９６０）（書評，『立命館文

　　　　　　学』第１８８号）

１９６２年５月　Ａ１ｅｘａｎｄｅｒ　Ｍａｓ１ｏｗ　Ａ　Ｓｔｕｄｙ　ｍ　Ｗ１ｔ１ｇｅｎｓｔｅｍ’ｓ　Ｔｒａｃｔａｔｕｓ（Ｂｅｒｋ１ｅｙ　ａｎｄ　Ｌｏｓ

　　　　　　Ａｎｇｅ１ｅｓ　Ｕｍｖｅｒｓ１ｔｙ　ｏｆ　Ｃ
ａ１１ｆｏｍ１ａ　Ｐ

ｒｅｓｓ，１９６１）（書評『立命館文学』第２０３号）

１９６３年９月　Ｊｕｓｔｕｓ　Ｈａｒｔｎａｃｋ　Ｗ１ｔｔｇｅｎｐｔｅｍ　ｍｄ　ｄｌｅ　ｍｏｄｅｍｅ　Ｐｈ１１ｏｓｏｐｈ１ｅ（Ｗ　Ｋｏｈ１ｈａｍｍｅｒ

　　　　　　Ｖｅｒ１ａｇ，Ｓｔｕｔｔｇａ廿，１９６２）（書評『立命館文学』第２１９号）

１９６６年７月　山元一郎『コトバの哲学一感性 ・言語 ・論理一』（１９６５年，岩波書店）（書評「立命

　　　　　　館学園新聞」第１０４３号，第１０４４号）

１９６６年９月　サルトルの来日とチ ョムスキーの来日と（思想の動向『立命館文学』第２５５号）

１９６６年１０月　沢田允茂『哲学の基礎』（１９６６年，有信堂）（書評『立命館文学』第２５６号）

１９６７年５月　永井成男，黒崎　宏『科学哲学概論』（１９６７年，有信堂）（書評『立命館文学』第

　　　　　　２６３号）

１９６７年１１月　言語と論理（評論「立命館学園新聞」第１０９０号）

１９７７年７月　「システム哲学」への模索から（思想の動向『立命館文学』第３８４，３８５号）

（９０２）


